





　日　時：2014 年 9 月 13 日（土）    13：00 〜 16：30
　場　所：佐野市中央公民館
■スタディーツアー






































































































り強い運動を展開、1974 年（昭和 49 年）第３
代板橋明治会長のときに、古河鉱業は初めて加
害責任を認め、15 億 5 千万円の賠償金を支払
いました。その後も太田の鉱毒根絶同盟は、
足尾銅山の鉱毒流出の監視を続けており、2011




















































































































































































































































































































































































































































































































佐野郷土博物館に 6 時 15 分、JR 佐野駅に 6 時
30 分に帰着しました。帰りのバスの中で、み
なさんの感想を伺いましたが、さまざまに今回
のスタディーツアーから学んでいただけたこと
が分かりました。そして、今回の目的である、
足尾鉱毒事件が今でも終わっていないという事
実は、なにより明らかになりました。
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Ⅲ　活動報告


